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 調査対象は居宅介護事業所を利用している 86 組の家族，172 人のうち，未記入者を除く，
要介護高齢者 84 人，家族介護者 84 人，合計 168 人(回収率 97.7%）である．基本属性，WHO/ 
QOL-26(①身体的領域，②精神的領域，③社会的関係，④環境，⑤QOL 全体の 5 領域) ，
日本語版 POMS 短縮版(「緊張-不安」，「抑うつ-落ち込み」，「怒り-敵意」，「活気」，「疲労」，
「混乱」の 6 つの尺度と，総合的な気分･感情の指標である TMD) ，FACESⅢ(凝集性，適
応性)の集計結果から，WHO/QOL-26 の QOL 総合指標(5 領域の総合 QOL 平均値)，WHO/ 










QOL 総合指標と各変数の相関において，QOL 総合指標と QOL 中間指標は要介護高齢者， 
家族介護者ともに，5 領域に正の相関が認められ，QOL にプラス影響していた．QOL 総合 
指標と POMS では，要介護高齢者は「活気」に r=0.46(p<0.001)の中程度の正の相関，家族 
介護者は r=0.23 (p<0.001)の弱い正の相関があり，他の 5 つ尺度は負の相関を認めた．QOL
総合指標と FACSEⅢの得点は，要介護高齢者は凝集性に r=0.34 (p<0.01)の弱い正の相関があ
ったが，家族介護者には凝集性，適応性にも相関は認められなかった． 




































博士論文審査会（平成 29 年１月 30 日）では今井氏と 3 名の審査委員との間で，また修
士論文・博士論文発表会（平成 29 年 2 月 15 日）では大学院教育の関係者（大学院生を含
む）との間で，活発な質疑応答がおこなわれた．そのなかで，1970 年以降の文献検索の理
由、基本的属性による分析の課題、要介護高齢者と主介護者の満足度の変数の欠如、統計
的な分析の問題（単相関の扱い方など）、メンタルヘルスケアの引用文献の問題、変数とし
て介護度の考慮，要介護者と主介護者の回答に対するペアデータ分析の可能性，今後の在
宅介護支援の具体的な方向性などが指摘されて，今井氏による明快な応答がおこなわれた． 
こうした審査過程を通じて，3 名の審査委員による最終協議の結果としては，つぎのよう
である．本研究自体は，調査データの統計的な分析の方法には，今後の研究のなかで乗り
越えるべき問題があり，論文の記述や報告会の資料・口述において，調査データの分析を
もって裏付けるには不十分な考察点もみられるとの指摘も受けた． 
しかしながら，とりわけ要介護者と主介護者（家族）の両者に対して，ＱＯＬ・精神状
況・家族機能に関する質問紙調査をおこない，数量的な分析をおこなった在宅介護支援に
関する論文は，依然としてほとんどみられない現状にある．今後，今井氏によって，本論
文での調査手法や統計的分析法が再検討されて，新たな実証的な調査がおこなわれること
で，現在は未整備な在宅介護支援体制に対する研究の大きな進展も期待できる．そうした
意味では，先駆的で社会的にも意義のある研究として高く評価される． 
 以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した． 
